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1 35

利用者と職員の命を守るためにも、自然災害の避難
訓練や火災の訓練回数増の検討を期待したい。また、
消防署立ち合い時の総評は専門家からみた指摘であ
り、記録し次に活かすことが望まれる。非常持ち出し品
の整備も待たれる。

・自然災害、火災を想定した訓練を定期的に行う。
・非常時の持ち出し品の整備を行う。

12ヶ月

2 54

ベッド下に埃が残り、Pトイレがそのまま置かれてい
る。衛生面から掃除の徹底が望まれる。また、居室は
家族や友人などの訪問もあるため、居心地の良い居
室となるよう、ポータブルトイレの目隠しなど工夫に期
待したい。

・居室・フロアなどの清潔保持の徹底。
・ポータブルトイレの目隠しを徹底し居心地の良い
居室をつくる。

6ヶ月

3 45

在宅時代の習慣や、日本人の入浴での癒し文化を鑑
みて、入浴回数増を期待したい。

・現在、週２回の入浴を週３回に増やす。

6ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

　（別紙４（２）） グループホーム　サクラ白木

目標達成計画 平成　２８年　１月　２４日

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組
む具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

・毎月１回の避難訓練を実施する。
・年に１回は消防署立会いの訓練を行う。
・持ち出し品のリストを作成し整備する。

・毎日ベッド下までモップがけ行う。
・リネン交換の際は床の拭き掃除行う。
・定期的に換気扇やエアコンの清掃を行う。
・日中はポータブルトイレにカバーをかけ目隠しする。
・日中にも使用される事があるので随時訪室し確認す
る。

業務を見直して入浴日、時間を調整する。


